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岡谷市下浜沖“．弁天釜”附近調査報告
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　　　　　　　　要　，約
　昨秋，筆者等は，長野縣下諏訪町周辺の濫泉地質調査

を行い，その結果から，諏訪温泉帯を設定し．この地幣

から遠ざかるほど・濫泉湧出の可能性は少ないものと考

・えていたo

　岡谷市下浜浄に，弁天釜といい冬季結氷しない地点が

ある。牽またま岡谷市からの申講為あり，諏訪湖の結氷

期を選んで，釜穴の水濫お’よび水質調査を行つた。その

結果，，ごれらの釜穴は，温泉の湧出によるものではな

く，メタソガスめ逸散により水温の成層歌態が擾乱さ

れ，湖底と水面の温度較差が小さくなるため結氷しない

ものであることがわかつたo

　なお，、ガス中のメタン含有量は約90％を占め，諏訪

湖東南滑岸鞄幣におけるガス田の存在を思い併わせると

今後，一懸注自すべきものと考えられる。

　　　　　　　1．緒　　言
　諏訪湖には，俗に釜穴といわれて冬季結氷しない地点

があり，そのうち，顯著なものとしては，諏訪諏東北岸

㌍滑うものと，西南岸に滑うものとが知られている。こ

の凍因としては，潭泉・地下水の湧出あるい嫡ガスの

逸散なεが考えられるが，東北岸の上諏訪附近のもの

は・通称七つ釜といわれる高温の濫泉湧出個所であり，

すでに引湯利用されている。西南岸に漕うもの嫡，岡谷

＊地質部

市沖から諏訪市有賀沖までの間に，湖岸から約500m

はなれて，およそ1，000mの間隔をもつ，5ヵ所の釜

穴が・湖岸にほぼ手行した北北西方向の線上に配列する

ものである。たまたま岡谷市の申講もあり，諏訪湖Q結

氷期を選び，昭和27年2月12日より2月16日まで，

筆者等は西南岸に滑う北端の通称弁天釜の水温・水質調

査を行つた◎ここにその結果の概要を報告する。

　　　2．温泉地質の面からみた岡谷市

温泉の湧出には，、いわゆる熱源の存在と，熱水の上昇

を導く地質構造との2点々㍉不可欠な要素どして考えら

れる。岡谷市周辺についてこの点を糠討すると，大要次

の通りである◎

　（1）地質構造

　從来種々の報文で読明されているように，諏訪地方ば

断暦蓮動の激しかつた地幣で，例えば諏訪地溝め存在，

筆者等の仮称した諏訪温泉帯の存在等，地質構造上では

温泉の湧出に適合レた地帯が随所でみられる。岡谷市近

傍もその例にもれない♂すなわち，今回調査の対象であ

る釜穴の分布が，諏訪湖南西岸に李行してほぼ北北西方

向に配列していることは，潜在的な地下構造を反映して

いるとみることができるのであ？て，構造的には溝足す

べぎ條件を示すものである。

　（2）熱源

　諏訪湖周辺における火山活動の推移は，これまでの地

質調査の結果によると，全体として西から東へ移動した

と考えられる。その時期は，第三紀末あるいは第四紀初

期に始つて，霧ケ峰火山の活動塚後は漸次衰弱したもの

と思われる。

　昨秋，下題訪附近の濁泉調査を行つた筆者等の考察す

るところでは，諏訪温泉帯の熱源は，少なくとも霧ケ峰

火山あるいはそれ域後の火山作用に基くものであり，そ

の地表における形跡が・下諏訪毒沢その他の地域にみら

れる温泉変質地幣であると考えられる。

　一方，岡谷市周辺では，このような盗泉変質帯がぼと

んど認められない。すなわち，周谷市周辺には温泉に関

係した霧ケ峰火山域降の火山作用が，ほとんど期待でき

ないと考えられるのであるo

　塚王述べたように，岡谷市を温泉地質の上から考える
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と，構造的な面では條件を満しているとはいえ，熱源の

存在については甚だ悲観的であり，下諏訪附近のよう

に，地下浅所に温泉を期待することは，ほとんど困難で

あると考えられるのである。

　　　　3。調査地域の概況および調査方法

　調査地点は，岡谷市下浜沖の通称弁天釜とその東方

・約1．5kmの西堀千鳥園沖の両地点である。

　弁天釜は湖岸に最も近くて10m，最も離れて50mの

闘に，直径10cm～5m（水厚13cm．気温3。C）程度の

いわゆる釜穴が点々と数ヵ所分布する地域をいい，釜穴

集した。’

　試水は現地で水素イオン濃度と溶存炭酸ガス（CO2）・

および重淡酸イオン（HCOのを槍出し，他の成分は実験

室で分析した。

　　　　　　4．調査結．果

　（1）水温

弁天釜および千鳥園沖の垂直濫度分布は，第1表の通

りであるo　この結果でも明らかなように，湖底は3．0＾ノ
3
． 2。Cでほぼ一定しており，温度の異常は認められない。

一方，水面での1温度は釜穴では2．5。C，結氷地域では

第1表垂直温度分布表

（水面）

　弁天釜　　　　　　　　　　　　　　千鳥園沖
　、　　　No・1・『　No・2　　No・3　　No・4※　　No・5　　No・6　　No・7
　0m一×2．20C一×2．50C一×2．40C一‘×1．20C一一…×2．20C一×1．50C一×■．60C－1

－1m　　　　　　×2．50C　　×2．60C　　　　　　×2．70C　　　　　　×2．OoC
　　　　　　　　　　　　　　　　　×2．60C　　　　　　　　　　　 ×2．OOC

－2m　　　　　　　×2．60C　　×2．80C　　　　　　　　　　　　　　P　×2．60C
　　　　×2．90C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×3．OOC　　　　　　　　　　　　　×2．80C

－3m　　　　　×3．1。C　．03．2。C　　　　　　・　　　　’　×3．1。C
－4m　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　×3．30C

－5m
　　Oガス捕集個所　　　　　※結氷地点

第2表弁天釜水質分析表’　　　　　　　　　　第3表天然ガス分析表（弁天釜）、
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一からはガス泡が絶えず逸散しているが，この歌況は四季

を問わず常に認められるようである6

　西堀千鳥薗沖は，横河川流入口から沖へ，少なくとも

ン300mの範囲丙に亘つて・点々・と径10c卑程度の釜穴

があり，その附近は氷上に浸水が著しいが，釜穴からは

ガス泡は認められない。－

　調査方法は，釜穴お『よび結氷地域で， 北原式採水器を

．用い，・1m置きに操水し，同時に濫度を測定し，温度垂

て直分布を求めた。また，逸散するガスは置換によつて捕

CO2

CnH血
02

CH4
N2

分析者　化学課　牧技官

　　1．5％
　　0．1
　　コ0．5

　　89．1
　　8．8

発熱量　約8100K：cal／m3

1．5。Cで，千鳥園沖でも，ほぼ同程度の水温を示している。

　（琴）水質
釜穴と結氷地域における，水の垂直成分分布を示すと

第2表の通りであるo

　（3）ガス

　捕集したガスは現地で，可燃性を確めた結果，メタソ

（CH4）ガスを多量に含有するものと推定したが，’帰聴

後・分析結果は第3表の通りであるQ

　　　　　　5．結果に対する考察

　以上の測定結果から明らかなように，・弁天釜の釜穴

は，湖底から濫泉あるいは地下永の湧出にタつて影響を

うけたものではなく，メタソガスの逸散に俘い，湖水の
　　　　　　　　ヒ濫度の成麿朕態が擾乱され，湖底と水面の濫度較差が小

となり，1表面水温が氷結点まそ降下しないためと考えら

れる・また鴨麟峰短濃難隷ぴガ勅逸
散は認められないが，釜穴からの浸水が著しいこと添ら

みて，横河川の洗入あるいは伏洗水等の影響によるもの
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と考えられるQ

●　なお，ガスについては，諏訪湖東南岸の諏訪市豊田

で，現在，天然ガスを操取しており，このよ5なガス田

の存在から考えて，弁天釜を一懸ガス露頭とみなすこと

ができるようであるσ　一　　（昭和27年2月調査〉

与53・497・2：550・8（522・7）

宮崎縣日比野鉱山アンチモニ幽鉱床調査報告

濱　地　 忠　男芙
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On　the　Stibnite　Deposi重at　the　H童一

もimMine，Miy蹴kiPrefe£ture

by

Tadao　Hamachi

　1）The’Akigawa　Series　that　are　compos・

ed　of　sandstone，shaleヤan（i　their　alternation

strikingN75QEwith45。northwa士ddip，de一．
velopes　in　t11is　district．The　quartz－porph－

yry　penetrate　the　Series　and　runs　in　almost

N－Sdirec毛ionwith30－50mwide．

　2）Ore　deposit　is　epither血al　vein，strik－

ing　N750E　andぐHpping70－800N　in　the　qu－

artz－porphyry．　The　chief　veins　are　three，

and　two　of　them　are　the　fault　veins．

　3）The　veins－show．the　banded－structure

and　the　ore　is　constituted　of　stibnite　accom－

panied　with　only’a　little　pyrite．The　gan’

que　minerals　are　a㎞ost　quartz　with　little

clay．

　4）The　ore　shoot　seems　to　have　the　pitch

ang160f450±toWards　vウest　in　the“Ichigo・

hi”∫　The　scale　of　the　ore　shoot　in．the

“Ichigo・hi’，is50r80m　in　pitch　Iength　and

15－30、η1in　breadth，and　in　the　“Ni喜04亘”

seems　to　be　smaller．

　5）The　grade　ofthe　ore　i＄locally20－40％

Sb，averaging2－3％　Sb．

　　　　　　　　1．緒　　言r
ρ　　昭和27年2月9日、から約25日問，宮崎縣日比野鉱山

　のアソチモニー鉱床を調査した◎調査は鉱山側作製の坑，

　 外図および筆者が作禦した坑丙・坑外図を用い，坑外

　1／10，000および1／300，坑丙1／300ρ縮尺で行なつたoここ

　にその結果を報告する。

＊鉱床部

　　　　　2．位置および交遍
鉱区位置＝宮崎縣兇湯郡西米良村大字横野

1：200，000地質図幅：佐土原

1：50，000地形図：須木

鉱床は一ツ獺川の支洗である三財川の上流，標高

9閃m附近にある。1
妻線妻駅→（國鉄バス米良線，約50km）→横野，日地

野鉱山事務所→（徒歩8km）→山元事務所

　　　聯房山ざ　　　　1
熊　■

　　ノ　油崎　　蕊
毒（1，，所△▽縣1罰

　　、、　x　　　　”瀬　　1、

ヂ〕一汐三．…劇

第1圖位置圖

　　　　3．地　質　（第2図参照）

本鉱山附近の地質は，安藝川暦に属する粘板岩・砂岩

およびこれらの互暦よりなり，さらにこれを石英斑岩の

岩脈が貫ぬいている。

，（a）安藝川麿

．本地域一帯に極めて広く分布するむので，一毅的にば

走向N750Eダ傾斜N450前後の軍斜構造をな1すと、思わ

れるが，部分的に擾乱が甚しく，特に走向方向1にほぼ一

致する軸を有する小規模な摺曲が著しい。

1）粘板岩　黒色緻密で層理が良く発達し，時には千甲

枚岩様になることもある◎本岩中にはまた頁岩ないし砂

質頁岩と称した方が適当なものも部分的には存在するQ「

これは鉱床附近に多く現われ，岩脈あるいは鉱脈により・

変質を畳けた と推定される。
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